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問１ 断熱過程、理想気体の例題 5/6の講義で紹介した例題の解答例は以下のとおり。
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2. この過程は断熱過程であるから、∆U = Wex < 0.
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一行目から 2行目は状態方程式を用いた。 よって
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4. 追加問題の解答例：
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を示せばよい。x = Pi
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> 1を用いると
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となる. x > 1で 3x
5 + 2

5 > x
3
5 である（説明略）ので

P
3
5
f (V

(1)
f ) > P

3
5
i Vi

両辺の 5
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を得る。

問 2 断熱過程、理想気体の例題 (1) 問１と同様な計算により、Pm = (Pi + Pf)/2として
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(1)と (2)より
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となる。別解として講義で紹介した背理法による証明がある。


